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Ⅴ．特記事項 

 

1．Quality of Life（QOL）を支える口腔保健学の統合的展開をめざす実習科目 

 

（1）コミュニティ口腔保健実習（口腔保健学科 4年次 2学期 選択科目 1単位） 

 人間は社会的、経済的、文化的、地理的背景を持つ多様な共同体を形作り、環境との相

互作用の下で適応し、健康問題にも対処している。国内外の様々な地域でそれぞれの健康

観、疾病観を持ち生活する人々の保健行動を支えるためには、考え方や生活様式の違いを

受け入れ、共感と理解に基づいた態度を口腔保健専門職も持つことが不可欠である。この

ような問題意識のもと、海外ではミャンマー連邦共和国イラワジ管区の地方農村および児

童養護施設、国内では熊本地震、豪雨災害被災地域などで実習活動を展開してきた。現地

活動でのカウンターパートとなるのは、地域開発・支援プロジェクトを国内外で行ってき

た支援実績の豊富な NGO である。特に、当該 NGO の地域開発プロジェクトにより住民自身

が建設した学校、村落を海外実習地としており、住民や子どもたちとの対話と交流をはか

り、関係者との信頼関係の構築を主な実習目的としている。現地語で学生が作成した対話・

交流促進手法を用いて、日本社会との生活上の価値観の違いを経験し受容するなど、他文

化理解を相互に促進する実習教育プログラムを実施してきた。この過程で、住民間の相互

理解をはかり、エンパワーする健康教育を行い、口腔保健における健康問題に対する住民

主体の解決に導くための支援の大切さを学べるよう組み立てられた実習である。 

 

（2）ライフステージ口腔保健実習（口腔保健学科 4年次 1学期 選択科目 1単位） 

生涯を通して発達を続ける人間の各ライフステージにおいて、ニーズを適切にとらえ、

その人に相応しい生活や健康の実現を支える力が、口腔保健専門職にも強く求められる時

代となっている。歯科医療に深く関わる専門職として歯科衛生士は養成されてきたが、口

腔保健が果たす役割の大きさが患者や医療専門職に再認識されており、QOL の維持・向上

にとって、有為な貢献が期待されている。殊に、緩和ケアにより終末期を生きぬく人々や

妊産婦の QOL向上に対する歯科衛生士の直接的な貢献が求められている。このため、当該

対象者を歯科衛生士がケアの対象として視野に入れるためには、口腔保健学教育の射程を

拡大することが喫緊の課題とされている。本実習では、産科医療における妊産婦や緩和ケ

ア医療における終末期患者とその家族を対象とする。特に、ライフイベントと健康の関わ

りを深く洞察する力と人々の生の営みに関わり続けようとする態度の醸成は重要な実習テ

ーマである。学生自身が作成した各種媒体等を使用した歯科保健指導を行い、ライフステ

ージにおける重要な節目を迎える人々の不安と期待、苦悩と希望を抱えながら生きる様を

経験しつつ、口腔保健の視点から対象者に関わっていくことが、QOL に直結することを学

ぶカリキュラム構成としている。従来の歯科衛生士教育では、必ずしも取り扱われてこな

かった多様な健康観に対する理解を深め、健やかな口腔機能の維持向上、ならびに生活の

質の向上を支援する技術と態度を学修する貴重な教育機会を提供している。 

 


